
栃木県内の令和６年に発生した労働災害による死亡者数は２４人でした。

特に、墜落・転落による死亡災害が多発しています。

発生月 業種 年代 概要

２月 建築工事

業

60 踏み抜き防止措置を講じぬままスレート屋根の補

強屋根葺きをしていたところ、当該スレート屋根を

踏み抜いて墜落し、死亡したもの。

発生月 業種 年代 概要

３月 産業廃棄

物処理業

50 糞尿等を微生物分解するための浄化槽において、

マンホールを開けて水位を確認しようとしたところ、

槽内に墜落し、死亡したもの。

発生月 業種 年代 概要

５月 クリーニ

ング業

30 吹き抜けとなっている２階部に設置された作業床

を用いて復旧対応中、作業床から落下し、床面に頭

部を強打して死亡したもの。

～墜落・転落による死亡災害事例～
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墜落・転落が最も多い

発生月 業種 年代 概要

７月 道路貨物

運送業

70 ダンプ横で脚立に乗り、荷台に向けて放水してい

たところ、バランスを崩して脚立から転落し、頭部を

強打して死亡したもの
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発生月 業種 年代 概要

９月 その他の

製造業

60 肥料の原料となるピートモスをミキサーに投入す

る作業を行っていたところ、開口部から転落し、スク

リューに巻き込まれ死亡したもの

発生月 業種 年代 概要

10月 建築工事

業

20 雑居ビル屋上に設置された階段室の屋根上に防

水シート施工を行っていたところ、端部から地面に

墜落して死亡したもの

～令和6年 死傷者数でみた墜落・転落の発生状況～

発生月 業種 年代 概要

11月 清掃・

と畜業

70 排水処理施設の清掃作業中、 調整槽上部に設けら

れた開口部から槽内部に墜落して死亡したもの

発生月 業種 年代 概要

12月 建築工事

業

70 屋外の階段を、作業員２名で設備を持って上って

いたところ、バランスを崩して、階段の手すりからす

り抜け墜落し、死亡したもの

発生月 業種 年代 概要

11月 農業 80 木の剪定作業を行うため、電柱に移動梯子を立て

かけ、高さ2.5ｍの位置まで登ったところで、バラン

スを崩して転落し、死亡したもの



墜落・転落にはこんな対策が必要です！！

作業床、手すり、囲いを設ける！！

脚立の天板は使用しない！！一人作業はしない！！

作業床、手すり、囲いが設けられなければ
墜落制止用器具の使用と歩み板・防網の設置！！



以下の取組をお願いします

安全パトロール、４Ｓ活動、危険予知活動、危険の見える

化、ヒヤリ・ハット対策、リスクアセスメントなどを行う

経営トップによる安全衛生活動の総点検

機械の点検や不具合の解消等の非定常作業に係る安全

作業マニュアルがヒューマンエラーに有効なものか見直

し、なければ新たに整備する

作業安全マニュアルの整備・見直し

降雪や降雨による路面状況や、渋滞などの交通状況を

考慮して、余裕をもった出発の心掛け、適正な車間距離

の確保などを行う

交通事故防止対策の徹底

栃 木 労 働 局

事業主が重大な過失（※）により業務災害を生じさせ、

労災保険給付が行われた場合、事業主からその保険給付

に要した費用の一部を徴収することとなります（労働者

災害補償保険法 第31条第１項第３号）。

安全衛生法令の遵守並びに安全管理活動の推進をお願

いします。

※法令に規定された危害防止のための直接的かつ具体的な措置に明白
に違反したことにより業務災害を発生させた場合など

労働災害を発生させた場合
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